






要約 川崎病心血管後遺症としての冠動脈瘤内の血栓ニコーの評価を,経過観察が行なわれ

た3例について,冠動脈造影所見と対比して検討した。心筋梗塞を発症した2例については，

冠動脈造影で完全閉塞が認められたにもかかわらず,断層心エコー図では,血栓様エコーを

同定できなかった。巨大冠動脈瘤を有する 1例で,断層心ニコー図上,興味ある血栓様ニコ

ーの経過を観察しえたので,併せて報告した。少なくとも断層心エコー図による血栓の評価

は,なお検討する必要があると考えられた。 


